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カラフルに

七夕笹飾り

歩行者天国には、クス玉などを付けた笹飾りがカラフルに

飾られ、沢山の人で賑わいました。 (9頁に関連記事）
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山

島

阪

ダ

ム

基

本

計

画

決

ま

る

ー
八
月
一

8

・
建
設
省
—

山
鳥
坂
ダ
ム
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
の
予
備
調
査
以
来
十
年
余
に
わ
た
っ

て
、
肱
川
町
の
大
き
な
懸
案
の
課
題
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
期
間
の
大
半
は
、
「
ダ
ム
建
設
は
是
か
非
か
」
と
い
う
議
誦

を
め
ぐ
っ
て
、
関
係
団
体
組
織
等
と
の
協
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
中
で
、
再
三
に
わ
た
る
建
設
省
等
か
ら
の
「
建
設
要
請
」
に
対
し
、
平

成
四
年
三
月
、
肱
川
町
は
「
建
設
受
諾
」
を
行
い
、
新
し
い
方
向
に
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
年
間
、
ダ
ム
問
題
は
、
「
ダ
ム
建
設
」
と
い
う
新
し
い
方
向
の

中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
山
積
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

中
で
、
ま
ず
最
初
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
一
っ
に
、
「
ダ

ム
基
本
計
画
の
策
定
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
「
基
本
計
画
」
は
、
「
ど
の
よ
う
な
ダ
ム
を
、
何
の
目
的
で
、
い

つ
ま

で
に
、
ど
こ
に
つ
く
る
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
建
設
費
は
誰
が
負
担
し
、
ダ

ム
を
ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
、
ダ
ム
建
設
の
基
本
と
な
る

も
の
を
決
定
し
、
ダ
ム
全
体
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
建
設
省
を
中
心
と
し

て
関
係
機
関
団
体
等
の
間
で
協
議
調
整
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
、
そ
れ
ら
の
協
議
や
手
続
き
が
完
了
し
、
平
成
六
年
八
月
一
日
に
、

「
山
鳥
坂
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
」
と
し
て
建
設
省
か
ら
公
示
さ
れ
、

山
鳥
坂
ダ
ム
の
内
容
が
正
式
に
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

「
ダ
ム
基
本
計
画
」
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
ダ
ム
建
設
の
目
的
に
つ
い
て

ーヽノ一
洪
水
調
整

（
 

•
河
辺
川
や
肱
川
の
洪
水
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
山
鳥
坂
ダ
ム
は
、

百
年
に
一
回
起
き
る
規
模
ま
で
の

洪
水
を
想
定
し
て
洪
水
の
流
量
を

減
ら
せ
る
。

つ
ま
り
、
山
鳥
坂
ダ
ム
の
建
設
さ

れ
る
地
点
に
お
い
て
、
計
画
高
水

三

流
量
毎
秒
六
百
二
十
立
方
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
、
毎
秒
四
百
四
十
立
方

メ
ー
ト
ル
の
洪
水
調
整
を
行
う
。

◎
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

•
河
川
は
、
下
流
の
既
得
用
水
や
生

物
、
景
観
の
保
全
等
の
た
め
に
、

正
常
な
流
量
の
確
保
が
大
切
で
あ

る
。
山
鳥
坂
ダ
ム
で
は
、
そ
う
し

た
正
常
な
河
川
機
能
の
維
持
増
進

を
図
る
た
め
流
量
の
補
給
を
行
う
。

R
か
ん
が
い
用
水
の
補
給

・
県
内
で
も
有
数
の
農
業
地
帯
で
あ

る
大
洲

・
喜
多
地
区
の
農
地
約
七

四
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
、
か
ん

が
い
用
水
の
補
給
を
行
う
。
ま
た
、

こ
の
用
水
の
補
給
は
、
専
用
の
施

設
を
新
設
し
て
行
う
。

⑲
水
道
用
水
の
補
給

・
中
予
地
区
の
水
道
用
水
と
し
て
、
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用
水
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工

業

用

水

一
1
U
t
~

．ヽ

n'
、’

の
補
給

•
愛
媛
県
に
対

し
、
工
業
用

水
と
し
て
、

大
洲
市
八
多

喜
地
点
に
お

い
て
、
一
日
最
大
一
＿
＿
万
八
千
八
百

八
十
立
方
メ
ー
ト
ル
の
工
業
用
水

の
取
水
を
可
能
に
す
る
。

二
、
ダ
ム
の
位
置
及
び
名
称
に
つ
い

て
C)
ダ
ム
の
位
置

．
肱
川
水
系
河
辺
川

右
岸
喜
多
郡
肱
川
町
山
鳥
坂

四
、
貯
留
量
、
取
水
量
及
び
放
流
量

並
び
に
貯
留
量
の
用
途
別
配
分
に

つ
い
て

e
貯
留
量

・
総
貯
留
量

最
高
水
位
は
、
標
高
一
七
ニ
・
五

メ
ー
ト
ル
と
し
、
総
貯
留
量
は
、

四
千
八
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
す ダムサイトとなる京造地区上流

左
岸
喜
多
郡
肱
川
町
山
鳥
坂

◎

ダ

ム

の

名

称

・
「
山
鳥
坂
ダ
ム
」
と
す
る
。

＿二
、
規
模
及
び
型
式
に
つ
い
て

0
規
模

・
堤
高
（
基
礎
地
盤
か
ら
堤
頂
ま
で
）

―
二

0
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

◎

型

式

・
重
力
式
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
と
す

る。

る。
•
有
効
貯
留
量

最
低
水
位
は
、
標
高
九
六
•
四
メ
ー

ト
ル
と
し
、
有
効
貯
留
量
は
、
総

貯
留
量
の
う
ち
、
標
高
一
七
ニ
・

五
メ
ー
ト
ル
か
ら
標
高
九
六
•
四

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
有
効
水
深
七
六
．

一
メ
ー
ト
ル
に
対
応
す
る
貯
留
量

三
千
九
百
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と

す
る
。

◎
取
水
量
及
び
放
流
量
並
び
に
貯

留
量
の
用
途
配
分

．
洪
水
調
節

洪
水
調
節
は
、
標
高
一
七
ニ
・
五

メ
ー
ト
ル
か
ら
標
高
一
四
九
・
八

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
容
量
千
九
百
五

十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
利
用
し
て

行
う
。

・
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

流
水
の
正
常
な
維
持
と
増
進
を
図

る
た
め
の
貯
留
量
は
、
標
高
一
四

九
・
八
メ
ー
ト
ル
か
ら
標
高
九
六
・

四
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
容
量
千
九
百

六
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

最
大
九
百
七
十
五
万
立
方
メ
ー
ト

ル
と
す
る
。

•
か
ん
が
い
用
水

か
ん
が
い
用
水
の
た
め
の
貯
留
量

は
、
標
高
一
四
九
・
八
メ
ー
ト
ル

か
ら
、
標
高
九
六
•
四
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
容
量
千
九
百
六
十
万
立
方

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
最
大
五
十
三
万

立
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

た
だ
し
、
か
ん
が
い
の
た
め
の
多

目
的
ダ
ム
の
使
用
は
、
洪
水
調
節

及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

に
支
障
を
与
え
な
い
よ
う
に
行
う
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も
の
と
す
る
。

•
水
道
用
水

中
予
広
域
水
道
企
業
団
の
水
道
用

水
の
た
め
の
貯
留
量
は
、
標
高
一

四
九
・
八
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
標
高

九
六
•
四
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
容
量

千
九
百
六
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
最
大
七
百
十
七
万
立
方
メ
ー

ト
ル
と
す
る
。

た
だ
し
、
水
道
の
た
め
の
多
目
的

ダ
ム
の
使
用
は
、
洪
水
調
節
及
び

流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
支

障
を
与
え
な
い
よ
う
に
行
う
も
の

と
す
る
。

・
工
業
用
水

愛
媛
県
の
工
業
用
水
の
た
め
の
貯

留
量
は
、
標
高
一
四
九
・
八
メ
ー

ト
ル
か
ら
、
標
高
九
六
•
四
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
容
量
千
九

百
六
十
万
立
方
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
最
大
二
百
十

五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と

す
る
。

た
だ
し
、
工
業
用
水
の

た
め
の
多
目
的
ダ
ム
の

使
用
は
、
洪
水
調
節
及

び
流
水
の
正
常
な
機
能

の
維
持
に
支
障
を
与
え

な
い
よ
う
に
行
う
も
の

と
す
る
。

五
、
ダ
ム
使
用
権
の
設
定

予
定
者
に
つ
い
て

中
予
広
域
水
道
企
業
団

（
水
道
）

愛
媛
県
（
工
業
用
水
道
）

六
、
建
設
に
要
す
る
費
用

及
び
そ
の
負
担
に
つ
い

て
◎
建
設
に
要
す
る
費
用
の
概
算
額

・
約
一
千
七
十
億
円

◎
建
設
に
要
す
る
費
用
の
負
担
者

•
国
及
び
愛
媛
県

建
設
費
の
千
分
の
七
三
五

こ
の
う
ち
、
か
ん
が
い
用
水
に
係

る
負
担
額
は
、
建
設
費
の
千
分
の

五
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
十

分
の
一
は
受
益
者
負
担
と
す
る
。

・
中
予
広
域
水
道
企
業
団
（
水
道
）

建
設
費
の
千
分
の
二

0
四

•
愛
媛
県
（
工
業
用
水
）

建
設
費
の
千
分
の
六
一

七
、
ダ
ム
建
設
の
エ
期
に
つ
い
て

昭
和
六
一
年
度
か
ら
平
成
十
六
年

度
ま
で
の
予
定
と
す
る
。

自然調節方式のダムイメージ図

山鳥坂ダムの特徴

直
ダムによる洪水調節は、貯水池を空けておいて、

雨量が多くなったとき、そこに洪水を貯め込んで、

下流へは一定のルールに基づいて放流量を流し、下

流の洪水被害を防ぐという方法で行われます。

この洪水調節にはいろいろな方法があ りますが、

それはダムを建設する地域やダムに流れ込む水の集

水地域の地形の状況等によって最も適した方法が決

められます。
鹿野川ダムは、ゲート調節方式といって、洪水調

節用の水門（ゲート）を設け、その水門を調節するこ

とによって洪水を調節する方法がとられています。

一方、山鳥坂ダムにおいては、鹿野川ダムと異な

り、自然調節方式という方法によって洪水調節を行

うこととなっています。

それは、山鳥坂ダムが建設される河辺川は、流域

面積が小さく、しかも地形が急峻なために、雨が降

り始めてから河辺川の増水が始まるまでの時問が非

常に短いことから、この方法がとられることになり

ました。

自然調節方式というのは、鹿野川ダムのように洪

水調節用の水門がなく、放流孔を設けて、洪水を自

然に調節するもので、穴あき方式ともいれわていま

す。この方法は、雨が降って、河川の増水が始まり、

洪水となる初期の段階から調節が行われるというこ

とで、河辺川のような急峻な河川ではこの方法が効

果的であり、最も適しているといわれています。

また、全国のダムの中でも、このような自然調節

互秀のダムは珍しく、四国では愛媛県大三島町の

台ダム、高知県宿毛市の中筋川ダムなどとなって

おり、既設のダムのイメージとは異なった特徴のあ

るダムということができます。

ダ
ム
は
、
建
設
の
目
的
に
も
あ
る

よ
う
に
、
下
流
の
洪
水
被
害
を
防
い

だ
り
、
水
道
用
水
や
農
業
用
水
等
を

確
保
す
る
た
め
に
大
き
な
慟
き
を
し

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
近
年

特
に
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
の
一

つ
に
環
境
保
全
の
問
題
が
あ
り
ま
す。

山
鳥
坂
ダ
ム
に
お
い
て
も
、
こ
の

こ
と
に
は
十
分
配
慮
し
て
、
鹿
野
川

ダ
ム
を
含
め
て
検
討
が
進
め
ら
れ、

下
流
の
河
川
環
境
の
保
全
に
意
が
注

が
れ
て
い
ま
す
。

河
川
環
境
を
保
っ
た
め
に
は
、
そ

の
河
川
に
必
要
な
一
定
の
流
量
が
い

つ
も
流
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
一

定
の
流
量
の

こ
と
を

「
正
常
流
量
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
正
常
流
巌
は
、
①
漁

業
②
動
植
物
の
保
護
③
水
質
保

全
④
地
下
水
位
の
維
持
⑤
塩
害

の

防

止

⑥

景

観

⑦

舟

運

⑧

河

ロ
閉
塞
の
防
止
⑨
河
川
管
理
施
設

の
保
護
⑩
水
利
流
量
な
ど
に
必
要

な
流
量
が
検
討
さ
れ
て
決
ま
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
鹿
野
川
ダ
ム
は
、
冬
期
に
は

発
電
に
必
要
な
昼
間
に
集
中
し
て
放

流
し
、
夕
方
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
は

放
流
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
河
辺
川
で
も
、
発
電
の
た

め
に
河
辺
村
植
松
堰
か
ら
舟
戸
川

へ

分
水
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
植

松
堰
か
ら
下
流
へ
流
れ
る
流
量
は
極

端
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
植
松
堰
は
廃
止
し
て
そ

河
川
環
境
を
保
っ
た
め
に

の
流
量
は
元
の
河
辺
川
へ
も
ど
し
、

河
辺
川
の
正
常
流
量
を
確
保
す
る
こ

と
と
し
、
鹿
野
川
ダ
ム
に
お
い
て
も
、

ダ
ム
の
運
用
を
変
更
し
て
、
十
分
な

正
常
流
量
を
確
保
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

渇水が続く河辺川
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元の遠％雑 たfよ り

小さい翼に溢れる夢・優しい風みつけよう

94'スカイフェスティバル

全日本紙飛行機選手権大会 in 風の博物館

七
月
二
十
四
日
（
日
）
に
風
の
博
物

館
（
風
乗
り
広
場
）
を
会
場
と
し
て
、

八
月
に
大
阪
で
行
わ
れ
る
決
勝
大
会

の
予
選
を
兼
ね
、
四
国
で
は
初
め
て

の
第
二
回
ジ
ャ
パ
ソ
カ
ッ
。
フ
全
日
本

紙
飛
行
機
選
手
権
大
会
愛
媛
肱
川
地

区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
七
号
の
影
響
を
受

け
時
よ
り
襲
う
強
風
に
も
負
け
ず
、

遠
く
は
大
阪
府
、
高
知
県
か
ら
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
五
十
人
の
参
加
者

に
よ
り
五
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
滞

空
時
間
を
競
い
ま
し
た
。
各
部
門
と

も
上
位
二
位
ま
で
、
全
国
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
競
技
の
始
ま
る
前
に
、
日

本
紙
飛
行
機
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
の
指

導
に
よ
り
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
が
行
わ
れ

上
空
の
風
に
飛
ぶ
紙
飛
行
機
が
視
界

没
に
な
る
な
ど
参
加
者
の
皆
さ
ん
も

驚
い
て
い
ま
し
た
。
特
設
テ
ソ
ト
の

中
で
は
、
紙
飛
行
機
教
室
も
開
か
れ

当
日
飛
び
入
り
の
お
客
様
も
気
軽
に スタッフより飛ばし方を習う

＊ 

し
大会参加者の皆さん

展品

ャ
ぐ

・,rrJ1lll節

ロ
、

入の卜

。

ステ

(
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ザデ

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
供
を

対
象
と
し
て
、
紙
飛
行
機
を
利
用
し

て
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
輪
く
ぐ

り
・
的
入
れ

•
P
K

合
戦
な
ど
に
挑

戦
し
、
お
楽
し
み
景
品
を
手
に
し
て

肱
川
の
風
を
身
体
で
満
喫
さ
れ
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

来
年
も
日
本
一
を
目
指
し
て
全
国

大
会
を
制
覇
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

＊

紙

飛

行

機

大

会

成

績

結

果

＊

＊
滞
空
競
技
の
部

（
手
投
げ
部
門

A
ク
ラ
ス
）

優

勝

19
秒
0

石
川
健
一

14
歳
（
肱
川
町
）

第
二
位

18
秒
5

寺

岡

貴

志

14
歳
（
肱
川
町
）

（
手
投
げ
部
門

B
ク
ラ
ス
）

優

勝

32
秒
6

高

尾

裕

治

13
歳
（
肱
川
町
）

ゲームを楽しむ

第
二
位

28
秒

7

今

井

京

介

12
歳
（
肱
川
町
）

第
三
位

21
秒
8

玉

井

優

治

11
歳
（
肱
川
町
）

（
ゴ
ム
投
げ
部
門

A
ク
ラ
ス
）

優

勝

48
秒
9

北

村

安

廣

44
歳
（
堺
市
）

第
二
位

44
秒

6

谷

口

純

平

15
歳
（
明
浜
町）

第
三
位

32
秒
6

倉

本

逸

男

38
歳
（
中
村
市
）

（
ゴ
ム
投
げ
部
門

B
ク
ラ
ス
）

優

勝

53
秒

8

谷

口

寛

和

8
歳
（
明
浜
町
）

第
二
位

44
秒
4

山

口

恭

平

11
歳
（
肱
川
町
）

第
三
位

42
秒

1

宮

岡

寿

和

10
歳
（
肱
川
町
）

＊
規
定
機
種
（
自
由
）
競
技
の
部

優

勝

31
秒
6

玉

井

邦

光

43
歳
（
肱
川
町
）

第
二
位

26
秒

1

菅
野
ナ
カ
ヱ

58
歳
（
肱
川
町
）

第
三
位

25
秒
9

福

田

哲

秋

74
歳
（
肱
川
町
）



(5) ＠。⑲。領） 臨 親 鰤⑳器

七
月
三
十
一
日
（
日
）
に
風
の
博
物

館
に
お
い
て
、
日
本
風
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
会
と
共
催
し
て
、
第
一
回
手
作
り

風
車
教
室
を
開
講
い
た
し
ま
し
た
。

、_1
,
l一

I

;

'

I
 

-．
-

＇根て専牛しは 、、
.,,. -c . 

↓ 
の ‘任山てじ 教

ぷ恙[-は喜喜農信い竺
とにを授だ大は
角風招とき洲‘
度 を き 日 ‘ 市町
に当‘本足の内
よて模大利小の

/h:̀［9瓜
熱心に風車作りに取り組む

との用井学参生
力羽し浩の加 を 風車について説明する牛山教授

風
車
博
士
に
な
っ

第一回教室受講生の皆さん

教
室
開
催

て
…
…

『
手
作
り
風
車
』

の
相
違
に
つ
い
て
実
験
を
行
い
、
風

車
の
原
理
、
風
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
分
か
り
易
く
講
義
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
風
車
の
キ
ッ
ト
を
利
用

し
、
自
ら
風
車
を
組
み
立
て
、
教
室

を
風
洞
実
験
室
に
移
動
し
て
、
発
電

を
試
み
ま
し
た
。
受
講
生
も
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
自
分
の
作
っ
た
風
車
か

ら
、
発
電
し
た
電
気
で
、
豆
電
球
が

点
る
と
教
室
の
み
ん
な
か
ら
「
ワ
ァ
ー

す
ご
い
」
と
、
言
っ
た
声
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

最
後
に
、
講
師
の
先
生
方
よ
り
、

製
作
し
た
風
車
の
電
気
を
利
用
し
て

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
言
わ
れ
有
意
義
な
教
室
で

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ア
ラ
ジ
ン
が
風
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
る

さ
あ
、
み
ん
な
シ
ネ
マ
ワ
—
ル
ド
ヘ
行
こ
う
”

『
第
一
回
風
の
映
画
祭
』

風
の
博
物
館
多
目
的
ホ
ー

ル
の
シ
ネ
マ
館
に
お
い
て
、

第
一
回
風
の
映
画
祭
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
子
供
の
夢
を
風

に
1
・
を
テ
ー
マ
に
ア
ニ
メ
を

一
日
中
上
映
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

て
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

‘‘ 

映プログラム（上映内容）
1 o : oo~ 11 : so 風の子どものように
12: 30~14: 00 かっ飛ばせドリーマーズ
14: 10~16: 10 風の谷のナウシカ

17 : 00 ~ 18 : 50 走れメロス
19 : 00~20 : 30 アラジン

だご展館りい
なさ近を口九る “原lが奏でる鐘の音”

梵し；胃間『り、忍、 1 全国の風鈴を展示

風 誘しにつで杉竹松〇島はて涼 て も に
の いておばすな細笠〇県岩くや猛いつお私
博 合いいい゜どエ・点ま手れか暑またいた
物 わまてま今の•江全で県てなのす生てち
館 せす‘で年風ビ戸国ーかい鐘今゜活風は
を て°全 ‘は鈴 l ．で五らるの年 文と‘
→ ご み 国 風 ‘がド 越 も 〇 南 の 音 ‘ 化関日
風 来なのの七響口前有種ははを館 をわ常
鈴 館さ風博月い・塗名瓢鹿‘奏内 送り生
の く ん 鈴 物 よ て 焼 ・ な 二 児 北 で を つを活

2万人目のお客さん 野本均くん

ロビーに展示した風鈴

館
」
に
と
願
っ
て
、
全
国
の
風
鈴
を

収
集
し
て
お
り
ま
す
、
旅
行
の
際
に

珍
し
い
風
鈴
が
あ
れ
ば
情
報
を
ご
提

供
く
だ
さ
い
。

入
館
者
二
万
人
達
成

今
年
三
月
に
オ
ー
プ
ソ
後
、
八
月

四
日
で
風
の
博
物
館
入
館
者
が
二
万

人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

二
万
人
目
の
お
客
様
は
、
松
山
市

桑
原
に
お
住
ま
い
の
野
本
均
く
ん
で

す
。
夏
休
み
の
思
い
出
に
と
お
爺
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

館
長
よ
り
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

九
月
十
一
日
（
日
）

風
の
博
物
館
シ
ネ
マ
館

小
学
生
以
下

1
0
0
円

中

学

生

以

上

二

0
0
円

（
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
の
と
お
り
）
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⑥カルシウムの 1日の所要量

゜
200 400 600 800 1000 1200 

mg 
幼児 4001 

成長期 500~9001 

成 人 600j 

妊娠 100叶

I 

授乳期 11001 

老 人＊ 800~10001 

合厚生省で決めた錢でな--く、-医-師サイドからすすめたい量」

①
骨
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
貯
蔵
庫

保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
充
実
に
よ
っ
て
人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
ま
し

た
が
、
生
活
習
慣
等
の
変
化
に
伴
っ
て
、
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
血
管
疾
患
に

代
表
さ
れ
る
成
人
病
と
い
わ
れ
る
慢
性
疾
患
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
我
国
に
お
い
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
不
足

や
運
動
不
足
等
を
背
景
に
、
骨
折
に
よ
る
寝
た
き
り
の
原
因
の
＿
つ
で
あ
る

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
が
大
き
な
社
会
的
関
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
が
生
ぎ
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な

い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
ほ
と
ん
ど
は
骨
に

蓄
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
量
は
体

内
に
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
（
成
人
男
性

で
約
一
、

0
0
0
g、
女
性
で
約
七

o
o
l八
0
0
g
)
の
九
九
％
に
も

は
じ
め
に

骨
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
貯
蔵
庫

骨
は
生
き
て
い
る

ー
骨
粗
し
ょ
う
症
ー

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
代
謝
を
中
心
と

し
て
毎
日
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
一

部
が
捨
て
ら
れ
、
新
し
い
も
の
が
入
っ

て
ぎ
ま
す
。
排
泄
さ
れ
る
カ
ル
シ
ウ

ム
量
は
一
日
二

oorngほ
ど
に
な
り

ま
す
。こ

の
代
謝
の
バ
ラ
ソ
ス
を
保
つ
に

は
、
十
分
な
量
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
体

内
へ
の
と
り
込
み
が
必
要
な
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

カ
ル
シ
ウ
ム
が
摂
取
不
足
だ
か
ら
と

い
っ
て
も
、
血
液
中
の
量
を
減
ら
ず

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
活

躍
す
る
の
が
「骨
」で
す。

．
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．
．
．
．
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．
．
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日

よ

期

こ

ま

下

の

保
る

1

う
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期

。

低

く

●

が

溶

け

だ
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.‘,、量
ちと

•
安
麟
を
れ
り
合
授
時
す
の
多

・

・
目
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で
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、
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血
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カ
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シ
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量
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・
ム
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る

要

年

す
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必

の

よ

れ

．
そ
れ
で
も
足
り
な
い
と

-
•
ウ
侶
め
こ
す
所
、
ま
比
が
で
量

ら
．

だ
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防
の
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い
こ
ム
管
要
め

•
き
は
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ

ム
を
溶
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だ
し
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補

と・シ

1
の

立

予

。

ム
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馴
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な
り
ま
す
。
残
り
の
一
％
は
、
血
液
し
て
し
ま
い
ま
す
。

に
よ
っ

て
各
組
織
に
運
ば
れ
、
心
臓

こ
う
し
て
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム

や
脳
な
ど
を
正
常
に
保
っ
た
め
に
使
量
は
常
に
一
定
に
保
た
れ
て
い
る
の

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

血
液
で
す
。
し
か
し
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
ば

中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
常
に

一
定
の
量
か
り
使
っ
て
い
る
と
、
い
ず
れ
は
骨

が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

自

身

に

し
わ
寄
せ
が
く
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

②
排
泄
さ
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム

骨
自
身
は
活
発
な
代
謝
を
繰
り
返

し
、
古
い
も
の
は
壊
さ
れ
、
新
し
い

骨
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、

両
者
の
バ
ラ
ソ
ス
を
図
り
な
が
ら
、

骨
は
同
じ
強
さ
を
維
持
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
た
め
、
骨
の
カ
ル
シ
ウ

ム
量
が
多
少
使
わ
れ
て
も
、
す
ぐ
に

も
ろ
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
慢
性
的
な
カ
ル
シ
ウ
ム
不

足
や
骨
を
作
る
細
胞
の
弱
ま
り
な
ど

で
破
壊
さ
れ
る
量
が
形
成
さ
れ
る
量

を
上
回
り
続
け
る
と
、
や
が
て
骨
は

弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が

骨
粗
し
ょ
う
症
で
す
。

①
骨
は
生
き
て
い
る

（〇栄養素等摂取量と調査対象の平均栄養所要量との比較
（調査対象の平均栄養所要量＝100)

骨
粗
し
ょ
う

症
で
骨
が
弱
く

な
る
と
、
背
中

や
腰
の
痛
み
や

骨
折
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
。

身
長
が
縮
む
、

腰
や
背
中
が
曲

が
っ
た
り
す
る

の
も
、
骨
の
つ

ぶ
れ
や
骨
折
な

ど
が
原
因
で
す
。

ま
た
、
曲
か
っ

た
り
ゆ
が
ん
だ

背
骨
・
腰
骨
は

慢
性
的
な
痛
み

や
こ
り
を
引
き

起
こ
す
た
め
、
持
続
的
な
腰
痛
や
背

中
の
痛
み
を
伴
い
ま
す
。
高
齢
女
性

の
腰
痛
患
者
の
多
く
は
骨
粗
し
ょ
う

症
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す。
腰
痛
や
骨
量
の
減
少
な
ど
、
骨
粗

し
ょ
う
症
に
よ
く
似
た
症
状
の
現
れ

る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
病
気
に
よ
っ

て
治
療
法
が
異
な
り
ま
す
か
ら
、
自

己
判
断
で
骨
粗
し
ょ
う
症
だ
と
決
め

つ
け
ず
、
必
ず
専
門
医
の
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

⑤骨粗しょう症に似た病気にご

用心

゜
100 200 

エネルギー 1031 カルシウムは日本人が唯
I 

ー、所要量を満たせないたんばく質 1231 

叫
栄養素。牛乳や乳製品を

カルシウム 積極的にとることが、カ

ルシウム不足を克服する
鉄 105| 

最大のポイント．o
I 

ピタミンA 1501 
I 

ピタミン81 1561 
I 

ピタミン82 1211 
I 

ピタミンC 2311 
I 

（厚生省国民栄養調査'91年）

⑤
骨
粗
し
ょ
う

症
に
な
る
と
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①
食
生
活
の
改
菩

骨
の
成
分
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を

摂
取
す
る
こ
と
が
第

一
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
し
か
も
吸
収
率
の

よ
い
食
品
を
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
た
と
え
ば
コ
ッ
プ
一
杯
(
―

1
0

ornQ)
の
牛
乳
は
一
日
に
必
要
な
量

の
三
分
の

一
が
摂
れ
ま
す
。
し
か
し
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
量
が
満
た
さ
れ
れ
ば

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
が
予
防
で
き
る
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
骨
の
成

分
で
あ
る
た
ん
白
質
や
ビ
タ
ミ
ソ
、

特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進
さ

せ
る
ビ
タ
ミ
ソ

D
が
必
要
で
す
。
も

ち
ろ
ん
バ
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
食
生
活

を
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

②
運
動
不
足
の
改
善

の
予
防
す
る
に
は

吸
収
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を
骨
と
し

て
身
体
に
定
着
さ
せ
る
に
は
運
動
が

必
要
で
す
。
病
気
な
ど
長
期
入
院
を

し
て
い
る
人
で
は
、

一
週
問
で
一
％
、

数
か
月
で

一
0
！
二
0
％
減
少
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
重

力
状
態
で
長
期
に
宇
宙
に
滞
在
し
て

い
た
宇
宙
飛
行
士
が
地
球
に
帰
還
し

た
と
き
、
両
脇
か
ら
支
え
ら
れ
て
い

た
映
像
は
印
象
的
で
、
骨
量
が
減
り
、

筋
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
理
解

で
ぎ
ま
す
。

身
体
が
つ
く
ら
れ
る
と
き
の
運
動

負
荷
が
カ
ル
シ
ウ
ム
を
骨
に
し
っ
か

り
定
着
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

散
歩
や
早
歩
き
は
気
軽
に
で
き
る
運

動
で
す
が
、
身
体
全
体
を
使
う
運
動

を
長
い
期
間
続
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ソ

ト
で
す
。

③
喫
煙

・
ア
ル
コ
ー
ル
人
生
の
改

菩
タ
バ

コ
を
吸
う
人
は
閉
経
が
早
く
、

腸
管
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
低
下

す
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
を
毎
日
飲
む
人
で

は
三

0
ー五
0
％
に
骨
粗
し
ょ
う
症

が
認
め
ら
れ
、
骨
折
の
発
生
率
は
健

康
な
人
に
比
べ
て
四
倍
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
原
因
は
骨
を
つ
く
る
骨

芽
細
胞
を
抑
制
す
る
こ
と
、
ビ
タ
ミ

ソ
D
の
吸
収
を
阻
害
し
分
解
を
促
進

す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す。
喫
煙
や
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取

は
骨
粗
し
ょ
う
症
を
促
す
だ
け
で
な

く
、
成
人
病
発
症
に
も
大
ぎ
く
影
響

し
ま
す
の
で
、
節
煙
や
適
度
な
ア
ル

D 一歩 D 線‘ノもせ D るルコ
の度す日が ~D 皮食んのたカシ④ I 
もはる光つ を と下べ゜力めルウ適ル
と日程浴＜浴

び
ぃ脂物 をに、ンム度摂

を 光 度 と ら ぅ肪の 借はウのに取

予富『□な奎貫迄； t属ち悶賃、喜
りび分てすとが召ミ く性吸率線が

t~i 轟゜文日フ‘ノ て型収ををけ

よ夕 °外
：裳口 D はビ率ア浴ま

ビ以 な夕をッびし
うミーを ミ紫夕外 りミ高プて
〇、ノ日散 、ノ外ミに ま ‘ノ め 力う。

_ No..--コ日知つつび元〉c←

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ

と
つ
ま
ず
い
た
だ
け
で
も
骨
折
し

て
し
ま
い
ま
す
。
元
気
な
う
ち
は
、

「
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

…
」
と
思
う
も
の
で
す
が
、
ま
さ

し
く
思
い
も
か
け
な
い
よ
う
な
と

こ
ろ
で
転
ん
で
骨
折
し
て
し
ま
う

の
で
す
。

家
の
中
を
グ
ル
ッ
と
見
回
し
て
、

つ
ま
ず
き
や
す
い
と
こ
ろ
は
な
い

か
ど
う
か
、
一
っ
―
つ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

心
配
し
始
め
れ
ば
キ
リ
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
「
い
ず
れ
は
わ
が
身
」

と
い
う
思
い
で
、
骨
に
や
さ
し
い

生
活
を
家
庭
で
話
し
合
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

終
わ
り
に

ば
ー
ば
（
曾
祖
母
）
が
大
好

ぎ
で
朝
起
き
る
と
す
ぐ
に
家

を
出
て
遊
び
に
行
き
ま
す
。

ば
ー
ば
と
は
大
工
さ
ん
の
真

似
を
し
て
、
木
を
運
ん
だ
り
、

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
等
が
好
ぎ
な

の
で
、
ゴ
ー
ゴ
ー
と
い
っ
て

仕
事
を
し
て
い
る
の
を
見
て

い
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
、
真
弓
で
す
。

ぬ
い
ぐ
る
み
と
、
歌
に
合
わ
せ

て
躍
る
の
が
大
好
き
な
女
の
子

で
す
。お

兄
ち
ゃ
ん
や
、
お
姉
ち
ゃ

ん
の
真
似
を
し
て
、
こ
ま
る
時

も
あ
る
け
れ
ど
元
気
で
や
さ
し

い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

お父さん
圭一さん

お母さん
美由紀さん

ま
ゆ
み

河
野
真
弓
ち
ゃ
ん
（
共
栄
）

平
成
4
年
8
月
1
日
生

2
歳

お父さん
哲也さん

お母さん
和美さん

三

瀬

祐

責

く
ん
（
市
の
畦
）

平
成
4
年

7
月
2
7
日
生

2
歳
1
か
月
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／ 
9月98は「救急のB」です。
“すぐ行きます。
でも救えるのは、 まずあなたです一＼ 保

険
料
納
付
の
免
除
申
請
を
し
た

人
は
、
年
金
額
が
算
定
さ
れ
る
と

き
、
有
利
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
追
納
制
度
に
つ
い
て
》

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

0

昭
和
六
十

一
年
三
月
以
前
の
免

れ
た
人
が
、
納

付

能

力

が

生

除

期

間

に

つ

い

て

は

、
免
除
当
時

じ
た
場
合
、
免
除
さ
れ
て
い
の
保
険
料
額
で
納
め
る
こ
と
が
で

た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る

き
ま
す
。

こ
と
が
で
き
ま
す
。

0

昭
和
六
十

一
年
四
月
以
降
の
免

〇
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て

納

除

期

間

に

つ

い

て

は

、
そ
れ
ぞ
れ

一
日
"
,
I

肱

川

町

で

は

救

消

防

署

で

は

、
応
急
手
当
て
の
普

急
車
が
現
場
に
到

及
の
た
め
指
導
員
を
派
遣
し
て
お
り

着

す

る

ま

で

に

約

ま

す

。
職
場
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
行

十
分
か
か
り
ま
す
。

事

に
応
急
手
当
の
講
習
会
を
取
り
入

こ
の
間
の
応
急
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

手
当
で
尊
い
命
は
、

詳
し
い
こ
と
は
大
洲
消
防
署
川
上

も

っ

と

救

わ

れ

ま

支

署

へ

お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

i
"
,貞

え
る
よ
う
、
今

一
度
救
急
車
の
正
し

救

急

車

は

し

つ
で
も
誰
で
も
利
い
利
用
に
つ
い
て
私
た
ち
一
人
ひ
と

用
で
き
ま
す
が
、

り
が
考
え
ま
し
ょ
う
。

緊
急
性
の
な
い
病

気
や
け
が
で
の
利

用
は
、
重
傷
患
者

な
ど
本
当
に
必
要

な
場
合
に
出
場
で

き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多

く
の
尊
い
命
を
救

大
洲
消
防
署

6
二
四
ー

ニ
六
六
五

大
洲
消
防
署
長
浜
支
署

6
五
ニ
ー

0
一
五
四

大
洲
消
防
署
内
山
支
署

6
四
四
ー
三

三

0
0

大
洲
消
防
署
川
上
支
署

6
三
四
ー
ニ
八

五

一

蒻齢者 の人権問題 に
関する 電話相談

高齢者の扶養、介護、独居、高齢者の社会参加等

高齢者の人権問題に関する12時間電話相談が行われ

ます。秘密は堅く守られます。お気軽にご利用くだ

さい。

日 時

電話番号

相談担当者

主

後

催

援

9月13日

9 : 00--...,21 : 00 

フリ ー ダイヤル

(0120-025-550) 

人権擁護委員 ・弁護士 ・

法務局職員

松山地方法務局 ・愛媛県人権

擁護推進委員連合会

愛媛弁護士会

の
月
の
保
険
料
の
額
に
政
令
で
定

め
る
額
を
加
え
た
額
で
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

0

納
め
な
け
れ
ば
老
齢
基
礎
年
金

額
は
三
分
の
一
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
こ
の

ほ
ど
道
路
整
備

の
能
率
向
上
の

た
め
小
型
、ソ
ョ

ベ
ル
の
導
入
を

致
し
ま
し
た
。

バ
ケ
ッ
ト
容
量
―

は

0
、
二
齊

m

で
二
十
四
馬
力
、

価
格
は
二
百
六

万
円
で
す
。

今回導入された小型ショベル

こ
の
追
納
制
度
に
よ
り、

保
険
料

を
納
め
る
と
、
納
め
た
期
間
に
つ
い

て
満
額
（
百
％
）
算
定
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
役
場
年
金
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

7
/
19
交
通
安
全
指
導

（
ポ
ッ
ポ
園
）

7
/
1
6
手
話
落
語

（
岩
谷
小
学
校
）

写
真
で
見
る
今
月
の
出
来
事
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うなぎつかみに四苦八苦

恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
が
、
八

月
七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

七
夕
笹
飾
り
を
始
め
と
し
、
び
っ

く
り
市
、
く
じ
付
き
も
ち
ま
き
、
役

場
裏
で
の
ア
ユ
と
う
な
ぎ
の
つ
か
み

ど
り
大
会
、
子
供
み
こ
し
、
特
産
品

販
売
、
文
化
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表

会
、
盆
踊
り
、
花
火
大
会
等
々
、
多 濱姦

k’-

七

夕

賞

天

の

川

賞

銀

河

賞

天
の
羽
衣
賞

織

姫

賞

堪勢飾 より披 り忘こび子たク捕会う し子＜魚こエ た訪彩
能集る又ろ‘露盆にれのなぺと 1 ま でな 毎ま 供り す焼 会歩 ゜れな
しま花‘しなさ踊格 ‘時がアてラぇはぎ年しや市くき青行 ‘催
まり火夏くごれり闘 アば ら‘ も lて‘の大た家等し‘ ・年者 終し
し‘大ま踊や‘でしユかとに息 出親つ好°族の・い部天 日に
た轟会つつか大はてとりつぎの れしがか評 連出きかに国 賑沢

ロる‘うみの れ店氷焼よで わ山
とはのい‘も新まな ‘かつ と子などア がが．きるは いの
夜‘フま手子ししぎ連 ,... t '-こい供きりユ 往並び•‘
空納ィしぶ供いたの 日 家 叫 親 つ が を 大 と 来びつ金 t
の涼ナたりも盆°つの族

戸烹［゚旦9門 羹,~-'‘りiつ•--

七
夕
笹
飾
り
入
賞

ヤ
マ
サ
和
気
商
店

高

野

頼

信

京
屋
呉
服
店

冨
永
呉
服
店

シ
ス
タ
ー
美
容
室

第
二
回
ひ
じ
か
わ
筏
流
し
大
会
が

七
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
九
時
か
ら
中
野
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ソ
ド
で
安
全

一
祈
願
祭
が
あ
り
、
九
時

会
四
十
五
分
か
ら
一
番
の

に

は

筏

が

中

野

小

学

校

前

の

流
11
か
ら
五
分
お
き
に
次
々

士1

j

 

勇

筏

と

ス

タ

ー

ト

し

て

特

産

が
ゎ
セ
ソ
タ
ー
ま
で
の
約
四

・

筏

⑮

＝―
km
の
レ
ー
ス
に
二
十

の

ひ

二
組
の
選
手
の
み
な
さ

ん
が
競
い
合
い
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら

組

318

22
団
少
し
下
流
に
い
っ
た
と

一

こ
ろ
が
一
番
の
難
所
で

四
苦
八
苦
し
て
い
る
筏

も
あ
り
、
中
に
は
放
り
出
さ
れ
筏
が

流
れ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
チ
ー

ム
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
故
も
な
く 金魚すくいを楽しむ子どもたち

中筏をこ ぐ選手のみなさん

二
位

二
位

一
位

』ヽ
は
'
`

無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

選
手
、
役
員
、
応
援
の
み
な
さ
ん
、

大
変
、
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

鹿
鳴
園

五
二
分
三

0
秒

肱
川
町
農
業
委
員
会

B

五
六
分
五
四
秒

伊
予
肱
川
簡
易
保
険
保
養
セ

ン
タ
ー

五
九
分
二
五
秒

7
/
2
4
中
国
雑
技
団
公
演

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

7
/
2
2
ヘ
ラ
ブ
ナ
放
流

（
鹿
野
川
湖
へ
五
千
匹
放
流
）
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ヨー イ ドン新記録に挑戦

·:：真夏の太陽の下•••・ • 
町内小学校水泳大会

町
内
小
学
校
水
泳

大
会
が
、
七
月
十
二

日
太
陽
が
照
り
つ
け

る
中
、
町
民
プ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
達
は
、
ひ
と

き
わ
高
い
お
母
さ
ん

や
友
達
の
声
援
を
受

け
て
一
生
懸
命
泳
ぎ

ま
し
た
。

大
会
の
記
録
は
次

の
と
お
り
で
す
。

く男子》

平成 6年度肱川町内小学校水泳大会記録一覧表
く女子》

学 種目
1 位 2 位 3 位

年 記録氏 名 校記録 氏 名 校記録 氏 名 校

3 25 m 自 24'6 上岡弘侑中 25'0大越翔平予 25勺岡本和也大

年50m 自 54'6 上岡弘侑中 57'9岡本和也 大

25 m 自 l『9高橋敏夫正 20勺上川恵二予 21'9東 直希正
4 
25 m平 泊 宮田 工予 28勾前田幸男 大 31・1 二宮紳一郎 中

年
46’o 予 49'6 正 50'750 m 自 宮田 工 東 直希 上川 恵二予

25 m 自 18'4 三瀕一高 中 19'0和氣充裕岩 21・2上田健太郎中

5 50 m平 56'2 山下 翼予約高尾直人大l'03'4山田 勝正

50 m 自 44'0 和氣充裕岩 47'0三瀕 一高中 48'1山下 翼予

年100m乎2’0l’o 高尾直人大2’lfo谷本和也正

100m自ぼ'7宮田 大予1152'8上田健太郎中l,53り松田龍法岩

25 m 自 18'1 宮岡和也大 18'1金田隆三 中 19勺山下 健予

50 m平 50'7 稲田吉浩正 55'4中岡 勤正l102'2谷本康一正
6 
50 m 自 38’g 清水宏昭予厠8山根孝一 中 4『6立花直行 正

50 m背 5l'7 山根孝ー中
年

l'が6 予1'31'6 大l,36’g和氣徹矢岩100m自 清水宏昭 上田敏行

100m平l'紺3稲田吉浩正紐「5松本晃典 正

25mバタ 20'9 笹木健吾中 21'6上田敏行 大 28閤山下翔太予

フ75m個Ml'2l'5 笹木健吾中l,23勺宮田 大予
リ
I 150M R 2憎'4中野 小 凶'6正 山 小 狐'8予子林小

200m R 紐'l予子林小 3'07勺大谷小 3’l2’2 中野小

◎印は大会新記録

呂子 種目
1 位 2 位 3 位

年 記録 氏 名 校記録 氏 名 校記録 氏 名 校

3 25 m 自 23'4 山田美幸正 25勺冨永佳織 中 26'1三瀕瑠美子 中

、マ—~ 25 m平 3l'3 三瀕瑠美子 中
T 

50 rn自伽'4市川麻由美予1'0「3堀）II 史恵予l,02勺冨永佳 織中

25 m 自 19'9 永田祥子正 20'4高橋朋子正 20'4東真理子 予
4 
25 m平 26勺黒田早苗正 29'4清水綾子予釣竹森麻衣岩， 

＇ 50 m 自 仙 東真理子予 44’o城戸あかり 岩 45'4永田祥子 正

25 m 自 17'7 森さゆり 中 18'3東 由起予 18’6東三千代予

5 50 m平 53'9 松岡良美中 邸8竹本咲子 正1'02'7亀田由子 中

50 m 自 訥 森さゆり 中 42勾上田節子正 43'0東三千代予

年100m自l,3697 東 由起予l,3997城戸あかり 岩1'43'2藤田洋子予

100m平11 58'8 松岡良美中

25 m 自 l『7西本久美子正 17'l冨永美樹 中 18’o冨永ゆか り岩

50 m平 52’5 三瀕尚子 中 52'8桜田陽子 正 56'0岩田恵梨香 中
6 
50 m 自 43'6 大西智子 中 45'1沖野 由香正 47'4松田千明 岩

50 m背 52’o 竹田郁美大
l← 

＇ 100m自1130'7 椿野若菜正l'珀 和氣美奈 中l'4l'3冨永ゆかり 岩

100m平2'51'9 三瀬尚子中2100'7 岩田恵梨香 中窪'5谷本敦子 正

25mバタ 21'8 大西智子中

フ75m個M1'13'9 桜田楊子正l'17'7 西本久美子正l,20呵冨永美樹中
リ
l 150rnMR 213614 中野小小 2,56り予子林小 2,56勺正山小

200m R 2, 47'2 正山小 狐'3中野小 2,58’4 予子林小

8
/
2
独
居
老
人
訪
問

肱
川
中
学
生
が
手
作
り
の
ゆ
の
み
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

（
岩
谷

・
冨
永
シ
ズ
コ
さ
ん
）

7
/
3
1
環
境
美
化
デ
ー

（
下
石
丸
河
川
の
草
刈
り
）
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⑮ 
社
協
だ
よ
り

全
逓
信
労
働
組
合
よ
り
寄
付
金

二
十
四
時
間
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
こ
の
寄
付
金
を
福
祉
の
た
め
に
有
効

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
全
逓
信
労
働
組
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
ぎ
ま
す
。
本
当

合
大
洲
支
部
主
催
で
、
七
月
二
十
三
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
、
二
十
四
日
の
両
日
行
わ
れ
ま
し

た
。
合
計
十
六
試
合
行
わ
れ
、
そ
の

収
益
金
五
一
、
七
五

0
円
が
、
全
逓

信
労
働
組
合
愛
媛
地
区
本
部
、
高
木

信
善
執
行
委
員
長
よ
り
、
肱
川
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

大
洲
支
部
の
皆
さ
ん
は
、

「福
祉
」
の

問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
郵
便
局

の
仕
事
を
通
し
て
地
域
の
お
役
に
立

つ
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流

を
図
り
、
福
祉
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。
肱
川
町
社
協
で
は
、

社
協
会
費
納
入
の
お
願
い

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
を
会
員
と
す
る
民
間
福
祉
団
体

を
基
礎
と
し
て
、
在
宅
福
祉
活
動
、

そ
の
他
各
分
野
の
福
祉
活
動
に
よ
り

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
社
協
が
民
問
の
自
主
的
な
福
祉

団
体
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
支
え
る
財
源
は
、
社
協
会
費
を
基

本
的
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
八
月
を
会
費
納
入
月
と
定

め
、
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
納
入
の

三

0
0円

お
願
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

0
会
費
（
年
額
）

社
会
福
祉
協
議
会
と
は
…

地
域
の
住
民
が
福
祉
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
自
発
的
に
福
祉
活
動
に
参
加
、

協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人

が
い
つ
ま
で
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
な
地
域
社
会
を
築
き
た
い
も
の
で

す。

肱川町社会福祉協議会
B (0894) 34-2340 

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
自
分
達
の

住
む
と
こ
ろ
に
起
こ
る
い
ろ
い
ろ
な

福
祉
問
題
を
解
決
し
て
、
す
べ
て
の

人
々
の
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

民
間
の
自
主
的
な
団
体
で
す
。
そ
の

主
体
は
地
域
の
住
民
の
方
々
で
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
と
福
祉
や
保
健
な

ど
の
生
活
改
善
向
上
に
関
係
の
あ
る

人
達
の
協
力
を
得
て
福
祉
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
普
通
は
「
社
協
」
と
い
う

よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

財
源
は
、
地
域
の
方
々
の
会
費
や

共
同
募
金
、
福
祉
基
金
の
利
子
、
寄

付
金
な
ど
の
他
、
国
・
県
・
町
な
ど

か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

肱
川
町
社
協
で
は
、
す
べ
て
の
方
々

に
会
員
と
な
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
代

表
者
を
中
心
に
計
画
を
た
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
町
・
県
・
国
と
系

統
的
に
組
織
さ
れ
、
又
民
生
委
員
さ

ん
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
に
つ
い
て
も
、
月

二
回
公
民
館
青
年
室
に
お
い
て
開
設

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
相
談
員
は
民

生
委
員
さ
ん
に
お
願
い
し
て
お
り
、

平
成
五
年
度
も
五
十
二
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。
相
談
内
容
は
、
生
計
、

家
族
、
財
産
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て

の
問
題
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
又
、
電
話

で
の
相
談
も
応
じ
て
お
り
ま
す
。

っ
て
何
？

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
「
ま
ご

こ
ろ
金
庫
」
と
い
う
会
計
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
会
計
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
寄
付
金
（
社
協
会
費
と
は
別
）

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
事
業
と
し

て
、
ね
た
き
り
老
人
へ
の
、
紙
お
む

つ
支
給
、
ベ
ッ
ド
、
車
イ
ス
、
エ
ア

マ
ッ
ト
の
貸
出
等
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
購
入
資
金
と
し
て
「
ま
ご

こ
ろ
金
庫
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

六
月
に
は
、
肱
流
苑
に
、
リ
フ
ト
付

ワ
ゴ
ソ
車
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
資
金
も
、
県
共
同
募
金
会
か
ら

の
配
分
金
と
「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」
か
ら

の
浄
財
を
も
と
に
購
入
い
た
し
ま
し

老
人
ク
ラ
プ
合
同
研
修
旅
行

肱
川
町
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
（
会
的
で
あ
る
湯
布
院
民
芸
村
は
、
手
芸

長
西
本
源
格
）
で
は
、
六
月
三
十
日
部
会
員
の
創
作
活
動
に
役
立
っ
た
も

か
ら
七
月
一
日
の
二
日
間
、
合
同
の
の
と
思
い
ま
す
。
人
形
な
ど
の
民
芸

研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
目
的
は
品
を
見
て
今
後
の
作
品
に
磨
き
を
か

会
員
相
互
の
親
睦
と
手
芸
部
員
の
作
け
て
く
だ
さ
い
。
別
府
の
温
泉
郷
を

品
創
作
研
修
に
あ
り
ま
し
た
。
七
十
廻
り
、
家
庭
へ
の
土
産
物
を
買
い
午

一
人
の
参
加
が
あ
り
、
二
台
の
バ
ス
後
七
時
に
全
員
無
事
に
帰
町
い
た
し

に
分
乗
し
大
分
県
に
行
き
ま
し
た
。
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
旅
行
も
当
初

風
蓮
洞
を
見
学
、
四
国
で
は
見
ら
れ
は
一
抹
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

な
い
阿
蘇
地
方
の
風
景
に
気
分
も
壮
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
楽
し
い
も

快
に
な
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
筋
湯
観
の
と
な
り
ま
し
た
事
、
厚
く
お
礼
申

光
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
温
泉
に
入
浴
後
、
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
来
年
も
「
行

夕
食
親
睦
会
に
て
会
員
相
互
の
親
睦
き
ま
し
ょ
う
」
と
多
く
の
方
々
か
ら

を
深
め
ま
し
た
。
会
員
の
方
々
の
、
声
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
今

隠
し
芸
が
あ
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
回
の
旅
行
が
成
功
し
た
こ
と
と
考
え

し
た
。
二
日
目
は
、
高
塚
地
蔵
尊
へ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
拝
し
ま
し
た
。
今
回
の
旅
行
の
目

「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」

車イ ス ベッ 卜

た
。
こ
の
よ
う
に
「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
た
め

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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JA共済友の会総会並に推進大会を盛大に開催

二
五

0
、

去
る
七
月
十
四
日
午

前
九
時
三

0
分
よ
り
鹿

の
川
荘
に
於
い
て
平
成

六
年
度
の
共
済
友
の
会

総
会
並
に
推
進
大
会
を

開
催
し
た
。

大
会
で
は
先
ず
友
の

会
会
長
の
亀
田
元
市
氏

0
0
0
万
円

よ
り
昨
年
の
実
績
に
対
す
る
御
礼
と

共
済
の
必
要
性
又
今
年
の
推
進
目
標

二
五
億
円
が
早
期
に
達
成
出
来
る
よ

う
ご
協
力
の
お
願
い
を
す
る
。

引
き
続
ぎ
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
平

成
五
年
度
に
於
い
て
保
有
契
約
高
一

億
円
以
上
と
な
ら
れ
た
久
保
長
利
様

他
四
名
の
方
々
に
感
謝
状
と
記
念
品

肱Ill挟清友の会総会並措道＾＝

心「 "0 ― l~ii 
2 

'知-↓且'-愈'9

目
標

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川

肱川町森林組合

が
贈
呈
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
鉾
岩
組
合
長
よ
り
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
祝
辞
に

移
り
肱
川
町
よ
り
中
野
収
入
役
、
河

野
森
林
組
合
長
、
県
共
済
連
松
山
事

務
所
正
岡
所
長
の
三
氏
に
そ
れ
ぞ
れ

ご
祝
辞
を
頂
い
た
。

議
事
に
入
り
議
長
を
会
長
が
務
め

ら
れ
、
平
成
五
年
度
経
過
報
告
を
藤

高
共
済
課
長
か
ら
実
績
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
役
員
改
選
に
う
つ
り
選
考

委
員
を
各
地
区
別
に
二
人
ず
つ
選
任

し
、
選
考
委
員
会
で
も
っ
て
新
し
い

役
員
が
選
任
さ
れ
中
居
喜
代
光
委
員

長
よ
り
次
表
の
通
り
発
表
が
有
り
満

場
の
拍
手
に
て
承
認
決
定
さ
れ
た
。

引
き
続
き
平
成
六
年
度
共
済
推
進

大
会
に
切
り
替
え
、
藤
高
課
長
よ
り

平
成
六
年
度
の
推
進
計
画
に
つ
い
て

報
告
し
た
。
そ
の
後
、
決
議
に
う
つ
っ

て
大
森
広
幸
氏
に
よ
る
今
年
度
目
標

二
五
億
円
を
早
期
に
必
達
し
よ
う
と

力
強
い
決
議
文
の
朗
読
が
有
り
満
場

の
拍
手
で
原
案
の
通
り
採
択
さ
れ
た
。

最
後
に
副
会
長
松
本
金
次
郎
氏
よ
り

閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
有
り
会
を
終
了

し
た
。会

終
了
後
は
出
席
者
全
員
で
懇
親

会
に
入
り
、
堀
内
専
務
か
ら
の
あ
い

さ
つ
と
福
山
春
義
氏
に
よ
る
カ
ソ
パ

イ
の
発
声
で
親
睦
を
深
め
乍
ら
わ
き

あ
い
あ
い
の
内
に
終
了
し
た
。

りA共済友の会役員名簿〕

” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” 
幹副会

II 会

事 長 長

松
本
金
次
郎

福

山

春

義

台

野

正

光

山

根

孝

夫

片

山

一

郎

藤

中

正

冨

永

利

彦

上

田

武

藤
原
茂
瑣
夫

中
野
藤
太
郎

高

田

貞

務

沖

野

次

雄

西

山

輝

重

宮

田

徹

藤

田

重

量

大

森

広

幸

16
名
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こ

昨年は凶作で米の緊急輸入をしなければならない事態に陥

るなと、消費者にも多大な不安と混乱を与えましだ。

このような中で、安全で良質な国産米への信頼に応えるだ

めあ米は全量JAへ出荷しましょう．I

規流通を

し、米の安定供

JAグルーフ
JA／愛媛経済運

“¥ /fl. ((¥ 
砂 r/¥

.（^ ( 
叫

• A .（／＼ 
,(¥ 

• (A 、(A' 、[I¥，孤＼

愛媛票米穀対策推道本部

りn Jf ,r 
＇ 
rn （ハ

鰯 甥
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「-ー-------------―---------------------------1

IEE----＿遭囀＿ー― -ふ： I 
t 優良材生産は直材づくりから．9 椎茸生産はクヌギ林造成から．' j 

乎成 6年 7月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I t 
t 県 森 連市況t 大洲木市より （単位吋当り ：円） 市売日…平成 6年 8月 8日 t 
！ 市売数呈• • •940ケース 18,300kg t 

スギヒノキマッ 平 均 単 価 3,307円
！ 長さ末口径 その他銘柄別単価
！ 直曲 が り 直 曲 が り 直 t i 7cm下本 430本 200本 593本 340 松パルプ 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i

I 4m 臼垂 t〗諾苔：4口幸醇昔： 7:口 1:〗］]：竺;レ酋：臼JI柔／、主1：こ辛口こ辛：1 ： I巨用歪や予1舌圭苔／弓圭苔 1至11 
8 cm上本 310本 (310)本 350本(350) 喜り末~ さ口 7 cm 

3m 
11⑳上』I 

16,800 29,700 ,1501.円8／mm• 
13 CID 25,800 -43,600 18cm上21,000
18 cm 19,800 -43,800 位4cm上23,000
24 cm 18 500 l'lOcm上
7 cm 本本 8 0 本 一 本 80： 長末パ（松口さリ・杉材3 2~ ・桧. 07 m cm) 2m 8 cm 120 本 一 本 120

16 cm 上卜10,000 -22,000 鸞cmcm上上30 cm 

6m 1 3 cm 上上27,500 80,500 
18 cm 22 800 67 800 

特選 368,000 

足 場 lm当たり 70円～160円 本 180円

備考
梅雨明け特市御協力ありがとうございました。
良材出荷多 く活況。桧枝打ち材強気配。
桧一般材強保合。杉保合。松保合。

/Jヽ 厚 3,600~4,300 強 大 パ レ 3,200~3,800 保

大ウス 4,500~6,200 保 中 パ レ 2,500~3,500 忌号

中ウス 4,400~6,900 保 4ヽ バ レ 2,500~3,500 保

中小ウス 4,300~5,000 保 ジャミ パレ 1,200~1,800 強

I」ヽウ ス 2,200~3,300 強 変 形 1,600~2,700 強

ジャミ 1,000~1,500 強 色 悪 ウ ス 1,400~2,700 強

ど ん こ 大 4,800~6,500 保 色悪パ レ 700~2,600 豆号

どんこ中 4,200~5,100 強 4粒ドソコ 1,800~2,800 強

ど ん こ 小 3,800~4,800 強 スライス 1,500~5,500 強

H
六
年
八
月
写

ス
ギ
接
木

S
六
十
三
年
―
二
月

台
木
（
実
生
ス
ギ
）
に
天
然
出
絞
（
芳

兵
衛
）
を
接
ぐ

ー

7『

j
 

-~ 

接
木
七
年
生

H
元
年
八
月
写

接
木
二
年
生

9

9

 

ー
ス
ギ
の
接
木
は
下
枝
を
残
し
て
一

一
行
う
事
に
よ
り
、
台
木
と
の
バ

i

―

ラ

ソ

ス

を

保

て

る

。

―

ー
接
木
に
よ
り
早
期
に
天
然
絞
の
一

i

制
品
が
取
れ
、
夢
の
あ
る
林
業

i

ー
を
（
堀
井
）

r
,

＇9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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⑨
⑪
@＠
⑱黛）

夏
秋
き
ゅ
う
り
の
後
期
管
理

夏
き
ゅ
う
り
は
、
親
づ
る
摘
芯
時

期
の
水
不
足

・
高
温
に
よ
る
芯
止
ま

り
と
葉
焼
け
が
生
じ
、
さ
ら
に
草
勢

は
衰
え
て
品
質
が
極
端
に
悪
く
な
っ

て
い
ま
す
。
秋
き
ゅ
う
り
に
お
い
て

も
、
菓
は
小
さ
く
、
側
枝
の
発
生
や

つ
る
伸
び
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
夏
場
の
高
温
、
乾

燥
に
よ
っ
て
草
勢
の
弱
っ
て
い
る
と

こ
ろ
ほ
ど
、
秋
冷
と
共
に
生
殖
生
長

が
強
く
な
り
雌
花
着
生
率
が
高
ま
っ

て
、
ま
す
ま
す
側
枝
の
発
生
や
生
育

が
弱
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
八
月
下
旬
以
降
の
摘

芯
作
業
は
、
特
に
込
み
合
っ
た
と
こ

ち
ゃ
下
垂
し
て
弱
っ
た
側
枝
を
間
引

く
程
度
と
し
ま
す
。

一
方
、
摘
果
作
業
は
草
勢
維
持
と

良
品
生
産
に
は
益
々
重
要
と
な
り
ま

す
。
曲
が
り
、
尻
細
果
は
幼
果
の
う

ち
に
見
極
め
て
摘
果
し
、
大
胆
で
極

め
細
か
な
着
果
調
整
に
努
め
て
下
さ

、
。
し

灌
水
施
設
の
あ
る
圃
場
は
、
水
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
日
没
後
集
中

的
に
灌
水
し
ま
す
。
灌
水
施
設
の
な

い
圃
場
は
、
地
面
か
ら
の
水
分
蒸
発

抑
制
と
地
温
の
上
昇
防
止
の
た
め
、

圃
場
全
体
に
で
き
る
だ
け
厚
く
敷
ワ

ラ
を
し
て
下
さ
い
。

又
、
茎
葉
が
込
み
合
っ
た
状
態
で

は
支
柱
の
内
側
か
ら
黄
色
く
葉
が
枯

れ
上
が
り
、
色
ム
ラ
果
や
尻
太
果
が

多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
摘
葉
は

草
勢
を
み
な
が
ら
、
日
当
た
り
を
悪

く
し
て
い
る
外
葉
や
老
化
葉
を
中
心

一
水

稲

一

コ
シ
ヒ
カ
リ
•
あ
き
た
こ
ま
ち
の
収

穫
と
乾
燥

今
年
の
水
稲
作
は
高
温
の
た
め
に

生
育
が
進
ん
で
お
り
、
特
に
コ
シ
ヒ

カ
リ

•

あ
き
た
こ
ま
ち
に
つ
い
て
は

早
期
栽
培
、
普
通
栽
培
と
も
に
収
穫

が
早
ま
る
の
で
刈
り
遅
れ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
。

一
刈
り
取
り
適
期
の
目
安

（
 ①

外
観
的
に
籾
の
八
五
ー
九

0
%

が
黄
変
し
、
穂
の
一
部
に
緑
色
の

部
分
が
残
る
頃
。

②
穂
が
出
て
か
ら
約
三

0----1
――五

日
後
。

③
積
算
温
度
が
九
五

0
|
1
0
五

0
℃
程
度
に
な
っ
た
時
期
（
積
算

橿
度
と
は
出
穂
翌
日
か
ら
収
穫
ま

で
の
日
乎
均
温
度
の
合
計
）
。

ヽ`ノ二
適
期
判
断
の
注
意
点

（
 ①
コ
シ
ヒ
カ
リ

•

あ
き
た
こ
ま
ち

は
刈
り
取
り
適
期
と
な
っ
て
も
茎

葉
は
ま
だ
青
々
と
し
て
い
る
の
で
、

適
期
を
失
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

籾
の
熟
れ
具
合
で
判
断
す
る
。

②
稲
架
干
し
を
す
る
場
合
は
‘
―
―
―

日
程
度
早
く
収
穫
す
る
。

ヽ`
＇ノ三

適
正
乾
燥
の
仕
方

（
 ①

乾
燥
は
収
穫
後
四
ー
五
時
間
以

内
に
始
め
る
。

②
乾
燥
温
度
は
三
八
℃
以
下
と
す

る。③
乾
減
率
は
毎
時

0
、
八
％
程
度

と
す
る
。

④
過
乾
燥
を
防
ぎ
、
仕
上
が
り
水

に
早
目
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
技
師

萩
原
佳
津
）

分
は
一
五
％
を
目
標
と
す
る
。

⑤
高
水
分
籾
（
二
五
％
以
上
）
は
水

分
ム
ラ
が
多
い
の
で
、
通
常
の
熱

風
温
度
よ
り
五
℃
程
度
低
い
温
度

で
乾
燥
し
、
水
分
二

0
％
以
下
に

な
っ
て
か
ら
通
常
の
熱
風
湿
度
で

乾
燥
す
る
。

⑥
水
分
含
量
の
異
な
る
籾
を
混
合

し
な
い
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

弓
逹
隆
）

一
果

樹

の

管

理

一

栗一
、
乾
燥
防
止

栗
果
実
が
急
速
に
肥
大
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
時
期
は
乾
燥
し
や
す

く
土
壌
水
分
が
不
足
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
し
て
雑
草
が
あ
る
と
水
分
競
合
を

引
き
起
こ
す
た
め
、
草
刈
り
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

二

、

収

穫

九
月
に
入
る
と
大
峰
、
有
磨
、
銀

寄
、
筑
波
、
石
鎚
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

の
品
種
が
収
穫
期
に
入
り
ま
す
。
品

質
低
下
防
止
の
た
め
少
な
く
と
も
二

日
ご
と
に
は
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
有

磨
な
ど
の
イ
ガ
抜
け
の
良
い
果
実
は

特
に
乾
燥
し
や
す
い
の
で
毎
日
収
穫

し
た
い
も
の
で
す
。
収
穫
後
の
イ
ガ

は
翌
年
の
病
害
虫
の
発
生
源
と
な
り

や
す
い
た
め
、
集
め
て
焼
却
す
る
か
、

土
中
に
埋
め
ま
し
ょ
う
。

三
、
秋
肥
施
用

秋
肥
は
果
実
収
穫
後
の
樹
勢
回
復

や
翌
年
の
雌
花
増
加
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
九
月
中
旬
ま
で
に
、
く
り
プ

レ
ソ
ド
肥
料
を
一

0
a
当
り
二

0
k
g

施
用
し
て
下
さ
い
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
技
師
菊
池
明

技
師

「
家
畜
の
防
暑
対
策
」

七
月
上
旬
か
ら
、
高
湿
が
続
い
て

お
り
、
家
畜
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
す
。家

畜
の
適
温
環
境
は
、
畜
種
に
よ

り
異
な
る
が
、
生
産
環
境
限
界
（
高

温
）
を
越
え
る
と
、
増
体
等
生
産
性

に
悪
影
響
を
与
え
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
防
暑
技
術
を
参
考
に
し
て
み
て

下
さ
い
。

①
飼
養
管
理

ア
給
水
器
、
給
餌
器
の
清
掃
に
務

め
、
新
鮮
な
水
と
飼
料
を
給
与
す

る。

イ
畜
舎
内
の
糞
尿
の
こ
ま
め
な
搬

出
を
行
い
、
ア
ソ

モ
ニ
ア
ガ
ス
の

発
生
防
止
と
多
湿
防
止
に
努
め
る
。

ウ

ビ

タ

ミ

ソ

A
、
D
、
E
剤
を
投

与
し
、
健
康
を
保
持
す
る
。

工
家
畜
は
体
湿
の
放
出
が
大
き

い
た
め
、
密
飼
を
避
け
る
。

②
畜
舎
の
環
境
（
温
度
等
）
管
理

ア
畜
舎
の
窓
口
開
放
や
大
型
換
気

扇
ま
た
は
ダ
ク
ト
送
風
に
よ
り
換

気
を
行
う
等
湿
度
上
昇
の
防
止
に

，
努
め
る
。

イ
屋
根
へ
の
散
水
等
を
行
い
、
輻

射
熱
の
遮
断
に
努
め
る
。

ウ
寒
冷
紗
や
ヨ
シ
ズ
等
で
西
日
を

防
止
す
る
。

工
畜
舎
内
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た

め
、
消
毒
は
細
霧
噴
霧
を
行
う
。

以
上
の
様
な
事
を
参
考
に
し
て
み

て
下
さ
い
。

ま
た
、
最
近
、
飼
料
作
物
の
圃
場

に
お
い
て
、
ア
ワ
ヨ
ト
ウ
と
思
わ
れ

る
害
虫
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ソ
ル

ゴ
ー
の
葉
が
、
食
害
を
受
け
て
い
る

状
態
の
も
の
を
見
か
け
ま
す
。
か
な

り
の
被
害
を
受
け
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
期
防
除
を
心
が
け
て
下

さ
い
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所

峯
下
寿
樹

9
月
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
6
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

9
月
7
日
（
水
）
中
津
方
面

9
月
8
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

9
月
13
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
14
日
（
水
）
岩
谷
方
面

9
月
16
日
（
金
）
大
谷
方
面
（
祭
日
の
た
め
）

9
月
20
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

9
月
21
日
（
水
）
中
津
方
面

9
月
22
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

9
月
27
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
28
日
（
水
）
岩
谷
方
面

9
月
29
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
醤
油
配
達
予
定
表

9
月
9
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

9
月
19
日
（
月
）
宇
和
川
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

9
月
2
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

9
月
5
日
（
月
）
上
石
丸
・
師
走
野

・

下
小
藪

・
中
野

9

月
7

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

9
月
10
日
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

9
月
12
日
（
月
）
久
保

9
月
14
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
野
越
・

月
野
尾
・
京
造

9
月
16
日
（
金
）
広
常
・
影
地

9
月
19
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

9
月
20
日
（
火
）
森
・
肱
栄
・
硯
．

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

9
月
22
日
（
木
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

9
月
24
日
（
士
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

9
月
27
日
（
火
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

9
月
29
日
（
木
）
全
敷
水

・
菟
野
尾



8。⑲。頷） 一 鰤 麟 (16)

1
0
9
 硯

し

0
、
?

川
柳
、
俳
句
、
五

写
真
、
書
道
、
絵
画
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等
つ
く
る
喜
び
を
楽
し

み
、
展
示
を
通
し
て
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
‘
“
っ
り
は
し
川
柳
会
”

が
平
成
六
年
二
月
十
三
日
に
、
多
年
に

わ
た
り
川
柳
の
普
及
向
上
に
努
め
ら
れ

た
功
績
に
よ
り
愛
媛
県
川
柳
文
化
連
盟

会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
館
報

で
も
連
載
中
）

ま
た
、
肱
川
町
で
の
俳
句
の
歴
史
を

◎
創
作
・
展
示
部
門

“
生
涯
教
育
、
生
涯
学
習
”
と
い
う

言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

人
生
八
十
年
の
時
代
到
来
と
と
も
に
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も

自
由
に
学
習
で
き
る
場
が
ほ
し
い
。
ま

た
、
成
果
発
表
も
し
な
が
ら
切
磋
琢
磨

し
生
き
が
い
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

そ
ん
な
思
い
を
い
か
せ
る
も
の
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

肱
川
町
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
て
八

年
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、

文
化
団
体
相
互
の
連
絡
協
調
を
図
り
な

が
ら
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
三
部
門
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

f
;
0
4
 ゜

（文化芸能発表会での風陣太鼓）

◎
大
会
等
部
門

分
献
で
見
る
と
、
大
谷
“
三
島
神
社
”

に
奉
納
さ
れ
て
い
る
俳
額
が
一
八

0
1

年
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
大
谷
八
景
を
詠

ん
だ
も
の
で
す
。
（
別
表
1
)
こ
の
様
に
、

古
い
時
代
か
ら
文
化
が
育
ま
れ
て
い
た

こ
と
を
知
る
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

囲
碁
、
か
る
た
、
健
康
体
操
等
、
自

分
の
趣
味
を
生
か
し
な
が
ら
大
会
等
を

通
じ
て
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

健
康
体
操
で
は
、
元
保
健
婦
で
も
あ
っ

た
和
田
富
子
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
個

人
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
体
操
を
続
け
る
こ

と
で
自
分
の
健
康
管
理
は
も
と
よ
り
全

身
を
使
う
こ
と
で
自
然
治
癒
の
能
カ
ア
ッ

プ
を
図
る
。

囲
碁
、
か
る
た
に
つ
い
て
は
、
肱
川

町
公
民
館
で
年
一
回
大
会
を
開
催
し
て

◎
芸
能
部
門

い
ま
す
。
町
外
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

一
日
中
緊
張
の
中
に
楽
し
い
交
流
を
行

え
ま
す
。

県
指
定
無
形
文
化
財
の
大
谷
文
楽
、

鎮
縄
神
楽
を
初
め
と
し
て
吟
詠
、
詩
舞
、

カ
ラ
オ
ケ
、
大
正
琴
、
バ
ン
ド
等
に
至

る
ま
で
幅
広
く
三
部
門
の
中
で
も
最
大

の
人
数
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
谷
文
楽
、
鎮
縄
神
楽
は
伝
統
芸
能

と
し
て
、
ま
た
、
町
の
宝
と
し
て
伝
承

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て
も
定
期
的
な
練

習
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
大
会
や
発
表

会
な
ど
自
慢
の
の
ど
を
披
露
す
る
と
と

も
に
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
つ
な
が

る
と
会
員
の
皆
さ
ん
は
頑
張
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

吟詠については、予子林小学校、

大谷小学校に子供吟詠会があり、

青少年の健全育成に一役かってお

ります。また、一般の吟詠、詩舞

についても発表会はもとより、結

婚披露宴での祝吟などで活躍され

ています。

最近増えて来たものに、大正琴

があります。地区の敬老会や小学

校での演芸会などで息のあった演

奏を披露するとともに、発表会へ

の参加で交流の輪をどんどん広げ

ています。

また、新しくできた風陣太鼓に

ついても、新しい曲にも積極的に

取組みいろいろな催しで発表して

います。

町内唯一のパソドグループ”ス

ローイングネッツ“も夏祭りや催

しでの発表により幅広い人気を集

別表 1

轟 五 愛 宮 光 石 高

渕 在 石r」-~ の 明 丸 尾 島

の
所

の
塔 寺

の の の
の の の

鴛ぉ秋 晴 夕 晩 帰 暮 夜
喬ぢし・ 月 嵐 照 鐘 帆 雪 雨

塁
し、 霧 夕 入 石 白 時
と 晴 照 相 丸 白 雨

の ど や る や に と る
深 清 農 や 1,ヽ ま 暮 る
き し 華 ま つ る や

ち 名 き 表 だ 盆 る 松
ぎ も 下 の 昌 や にこ

り 五 す 末 し 雪 尊
や 嘉 喜 に． の 戻 の き

月 松 光 り 高 腐の 山 の 明 舟 尾
月 色 寺 山 燈
の
影

宗 拾 島 裳 涼 伴 蝉

水 斧 津 歩 雨 風 子 雨
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（文化講演会での“三遊亭円遊師匠”)

鰯 麟

◎
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て

文
化
が
絶
え
る
と
人
が
絶
え
る
と
い

い
ま
す
。

趣
味
と
し
て
、
ボ
ケ
防
止
な
ど
健
康

の
増
進
と
し
て
も
役
立
つ
文
化
、
あ
る

い
は
ス
ポ
ー
ツ
等
、
新
し
い
出
会
い
を

求
め
、
活
動
あ
る
い
は
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

文
化
協
会
に
関
す
る
質
問
等
あ
り
ま

し
た
ら
肱
川
町
公
民
館
(
T
E
L
三
四

ー
ニ
三

0
七
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

来
月
か
ら
文
化
協
会
の
グ
ル
ー
プ
を

紹
介
し
ま
す
。

め
て
い
ま
す
。

例
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
鹿
野

川
夏
ま
つ
り
が
八
月
七
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
文
化
グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
風

陣
太
鼓
、
輪
の
会
、
詩
舞
の
み
な
さ
ん

の
発
表
に
続
い
て
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を

実
施
し
、
上
鹿
野
川
の
松
本
幸
子
さ
ん

が
見
事
最
優
秀
に
輝
ぎ
ま
し
た
。
そ
の

後
肱
川
町
出
身
の
和
氣
安
子
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
を
行
い
、
和
氣
さ
ん
の
話
術

と
歌
唱
力
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

猛
暑
が
続
き
体
力
が
衰
え
、
雨
も
ほ

し
い
こ
の
頃
で
す
が
暑
さ
に
負
け
ず
頑

張
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

川
柳
は
口
語
体
で
、

川
柳
は
庶
民
の
心
の
詩

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
、
従
っ

て
そ
れ
を
作
る
に
お
い
て

は
、
俳
句
の
文
語
体
に
対

し
て
、
川
柳
は
口
語
体
で
、

作
者
が
言
お
う
と
し
て
い

る
事
、
表
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
事
を
、
文
字
で
表

す
場
合
、
口
語
体
で
と
言
う
事
に
な
っ

て
い
る
。

ロ
語
体
、
す
な
わ
ち
我
々
が
日
常

話
し
て
い
る
言
葉
で
と
言
う
事
で
あ

る
。
川
柳
の
要
点
に
、
誰
に
で
も
読

め
て
、
わ
か
り
易
い
と
言
う
事
が
大

事
だ
と
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
通
常
の

日
用
会
話
で
俳
句
す
る
と
さ
れ
て
い

闊柳入詞］
～つりはし川柳会～ あ

い
さ
つ
中
の
河
野

以
上

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば

見
当
の
は
ず
れ
し
馬
券
空
に
舞
う

「
は
ず
れ
し
」
は
文
語
体
だ
か
ら
、

「
は
ず
れ
た
」
と
素
直
に
す
れ
ば
口
語

体
に
な
る
。

幾
度
の
ピ
ン
チ
く
ぐ
り
つ

「
＜
ぐ
り
つ
」
が
文
語
体
だ
か
ら
、

「
つ
」
を

の
け
て
口
語
体
に
す
る
。

「
ピ
ソ
チ
を
く
ぐ
り
」
で
口
語
体
に

な
る
。文

語
体
を
口
語
体
に
す
る
の
は
、

上
記
の
様
に
ご
く
か
ん
た
ん
に
出
来

る
か
ら
、
極
力
文
語
体
を
使
わ
な
い

よ
う
努
力
す
る
事
は
大
切
な
事
で
あ

る
。
口
語
体
に
す
る
と
、
読
ん
で
読
み

易
く
内
容
も
理
解
さ
れ
易
い
。

置
毎
，＼

舞
台
狭
し
と
子
供
輪
の
会
の
み
な
さ
ん

椎
の
花
が
咲
く
頃
や
紅
葉
の

季
節
に
、
町
外
か
ら
鳥
首
橋
を

渡
っ
て
右
へ
曲
が
る
と
、
急
に

美
し
い
景
色
が
肱
川
沿
い
に
ひ

ら
け
て
く
る
。

こ
れ
は
、
山
は
で
き
る
だ
け

人
工
を
加
え
な
い
方
が
よ
い
、

と
い
う
哲
学
を
持
っ
た
藤
田
福

助
さ
ん
所
有
の
自
然
林
が
多
い

か
ら
で
あ
る
。

今
か
ら
七
十
年
も
前
、
今
日
を
予
見

し
て
私
財
を
投
じ
、
丸
山
公
園
を
開
設

さ
れ
た
冨
永
広
さ
ん
。
―
―
―
十
五
年
前
、

鹿
野
川
湖
畔
に
桜
の
苗
木
を
植
え
る
計

画
を
立
て
て
一
生
懸
命
に
世
話
を
さ
れ

た
中
塚
芳
則
さ
ん
。
二
十
年
余
り
前
、

鹿
野
川
園
地
造
成
を
担
当
さ
れ
た
上
川

武
男
さ
ん
等
、
肱
川
町
に
は
早
く
か
ら

花
一
ば
い
の
先
覚
者
が
お
ら
れ
る
。

そ
し
て
今
も
、
大
駄
場
の
花
時
計
の

花
を
、
一
年
中
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
守

り
続
け
る
鹿
鳴
園
の
皆
さ
ん
を
始
め
、

予
子
林
の
猿
ヶ
滝
公
園
や
正
山
の
風
の

憩
公
園
を
花
の
名
所
に
育
て
た
地
域
老

人
ク
ラ
プ
の
皆
さ
ん
。
並
松
峠
へ
の
道

筋
を
花
の
街
道
に
し
て
話
題
を
呼
ん
で

い
る
岡
村
利
三
さ
ん
。
日
照
り
続
き
の

夏
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鹿
野
川
大
橋
の

正
面
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ヤ

の
花
を
咲
か
せ
る
椿
本
好
勝
さ
ん
。
そ

の
他
、
地
域
の
共
同
花
園
や
自
宅
の
前

を
花
一
ぱ
い
に
し
て
、
道
ゆ
く
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
る
人
達
が
大
勢
お
ら

れ
る
。
有
難
い
こ
と

で
あ
る
。

花
を
見
な
が
ら
、
心
の
耳
を
澄
ま
せ

る
と
、
こ
の
人
達
の
花
に
託
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
聞
こ
え
て
く
る
。

”
花
い
っ
ぱ
い

や
さ
し
い
心
の
香
る
町
“
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生涯学習の拠点として、又土曜日曜を利用しての、

レクリェーションや学習の場として、国立大沙11青

年の家を利用してみませんか。

匠
グラウソド・テニスコ ー ト（夜問照明有） カヌ ー場(191艇） 体育館 卓球場 武道館 OL・WRコー

ス トレーニソグ室研修室12室伝統文化研修室 キャソプサイト 野外炊飯施設宿泊室(400名）

食堂(200名） 談話室 その他軽スポーツコース

古付随施設 八幡浜・大洲地区総合運動公園（当所から車で10分・使用料半額）

陸上競技場サッカー場野球場 ソフトボール場体育館テニスコ ート 各種プール

-------------------------------------

親切ていねいな指導

各活動には専門のイ‘ノストラクターが

親切ていねい・楽しく指導します。

お問い合わせは
80893-24-5175 
国立大洲青年の家まで

［蕊な--iこ戸五匹:-戸5…施設竺1
国が設立した施設です。宿泊料、施設使用料指導料す

べて無料です。

食費 3 食 1,600円
シーツ洗濯代 130円

豊かな人生作り
思い出作りのお手伝い

'へ一

家族から400名の団体まで

いつでも・誰でも・何でも学べる施設です。

国立大洲青年の家は全国に13カ所ある文部省の社会教育

施設の一つです。

一
英
会
話
教
室
の
｛
尭
施
に
つ
い
て

~
肱
川
町
公
民
館
で
は
、
九
月
か
ら
英
会
話
教
室
を
実

i

~
施
し
ま
す
。
講
師
は
、
ギ
ャ
ビ
ン
・
バ
ン
ト
ッ
ク
指
導
~

i

員

及

び

公

民

館

職

員

が

当

た

り

ま

す

。

"

i

生
き
た
英
語
に
接
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

0

実
施
日

~

毎
月
第
二
第
四
火
曜
日

午
後
七
時
ー
九
時
三
十
分

i

0

申
し
込
み
先

肱
川
町
公
民
館

T
E
L
三
四
ー
ニ
三

0
七

i

0

メ
切
り

~
八
月
＝
―
十
一
日

,
 
．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．． 
,
 

．．．．．． 

-

•••••••••••••••

•• 
-

•••••. 

切

お

i

て

大

て

し

ヽ
~

．
し

i

つ

め

示

~
こ
た
展

の

を

。

扇
活
器
い

」

別

生

磁

さ

；

寸

の

陶

下
祖

た

覧

一
靡

っ

ご

先い

作

ひ

~
料

遠

て

ぜ

i

責

A

俗

の

し

で
ち

と

の

た

具

す

紐
i

歴

私

用

ま

な

り

•••••. 

一
0 期間 8月21日（日）～9月25日（日）

0 出品 須恵器 2点

伊万里焼 5点

有田焼 10点

備前焼 20点
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5
 

勝

千

優

男

子女

内千
…青年団だより…

明日を見つめて～

みなさ ん お つ

号
外
、
号
外
ー
！
七
月
十
日
に
行

わ
れ
た
喜
多
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

で
、
青
年
団
女
子
は
昨
年
に
引
き
続

き
優
勝
し
ま
し
た
。

V
2
達
成
お
め

で
と
う
＇
•
お
疲
れ
様
で
し
た
。

と
騒
ぐ
ほ
ど
の
事
で
は
な
い
の
で

す
が
・
・
・
・
‘
.
。
参
加
町
村
―
―
―
チ
ー
ム
と

激
戦
”
の
末
、
血
と
汗
と
涙
の
結
晶

で
す
。
人
集
め
の
苦
労
か
ら
始
ま
り

準
備
等
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
快
く
（
無
理
矢
理

”i)引

ぎ
受
け
て
下
さ
っ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大

j

又
、
応
援
に
来
て
下
さ
っ
た
方
々
、

れ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
肱
川

に
も
、
こ
ん
な
に
若
く
て
か
わ
い
い

女
性
が
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
名
の
も

＼
 ヵ

と
に
集
ま
り
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

県
大
会
も
楽
し
く
頑
張
り
ま
す
の
で
、

応
援
し
て
下
さ
い
。

ま で し た
゜

”̂ce 
{C
岨

今
年
、
新
人
と
し
て
入
り
ま
し
た

山
本
で
す
。
先
月
、
三
年
間
の
高
校

課
程
を
終
了
し
、
職
場
実
習
生
と
し

て
四
学
年
に
在
籍
し
な
が
ら
社
会
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
今
は
毎

日
仕
事
の
内
容
を
覚
え
る
こ
と
で
手

が
い
っ
ぱ
い
と
い
っ
た
惑
じ
で
、
一

日
一
日
時
間
が
過
ぎ
る
の
が
と
て
も

早
い
で
す
。
早
く
仕
事
を
覚
え
、
自
分

自
身
余
裕
を
持
ち
た
い
で
す
。
何
年

先
の
話
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
。

学
生
時
代
に
は
、
テ
ニ
ス
、
陸
上

競
技
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

た
自
分
も
、
今
は
、
少
し
運
動
不
足

な
気
が
し
ま
す
。
バ
レ
ー
や
ソ
フ
ト
、

町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
色
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
に
参
加
し
、
体
力
を
保
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
学
生
気
分
が
抜
け
ず
、

「
と
い
っ
て
も
半
分
は
学
生
で
す
が
」

多
く
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
立
場
を
よ
く

考
え
、
一
日
一
日
大
人
へ
と
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

樟)¥Movie
雄大なフロンティア・ウエストをバックに、男
の恋の駆け引きと騒し合い、息も抜けないポー

ー・ケームの大勝負、スペクタクルな冒険アクシ
ンが満載のこの夏一番のエンターテイメント。
只今、松山該＇ボ苺ヴきえジ牝Aこト2にて公開中・・・
面白さは絶対保証付き。ハラハラドキドキ。予

もつかないストーリー展開とドンデン返しの連続(
この夏最高の清涼剤だ I

主演は、マーヴェリックにメル・ギブソン。ア

ベルにジョデイ・フォスター。 4カ：リッ
＂＂今月のおすすめは、？麟tiiiク，＂ ♦

Information 

青
年
団
の
皆
さ
ん
、
バ
レ
ー

大
会
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

ま
た
、
女
子
の
皆
さ
ん
、
優

勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
八
月
の
大
会
で
は
優
勝

め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
下
さ

い
。
そ
の
後
の
打
ち
上
げ
を

鹿
野
川
ア
リ
ラ
ン
で
や
り
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
楽
し
く
飲

ん
で
食
べ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
は
来
月
号
か
ら
は
、

俺
達
の
じ
ま
ん
の
マ
シ
ー
ソ

に
ち
ょ
う
、
ご
き
た
い
ー
。

e
 

編
集
あ
と
ば
な
し

a
 

晃くん



⑲。(;)。頷）

，
 

月

⑮し⑮留

の行事予定表

1 肱川町防災の日 21 定例部落長会

3 ~ 7 肱川中学校修学旅行 27 郡老連クロッケー大会

5 行政相談
（町民グラウソド）

5 • 20 心配ごと相談
28 税金等出張受入れ

農業委員会
下旬 町議会定例会， 

20 町老人クラプ奉仕作業

i 9/21~9/30 秋の交通安全運動

9月の日曜・祝日当直医

下
鹿
野
川
福
田
ヒ
サ
子
さ
ん

(83
歳

鰤麟 (20)

*
＊
*
＊
*
 

＊

＊

 

＊
 

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 

＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

＊

 

影

地

冨

永

直

二

さ

ん

ま

み

長
女
直
美
ち
ゃ
ん

6, 

*
＊
*
＊
*
 

＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
｀
―

ご
ざ
い
ま
1

＊
 

＊
 

*

＊

＊

 

8, 23 

日 当 直 医 電 話

4 日 植（五十木崎町医下町） 院 44 - 2215 

（日） 岡（大本洲耳市本医町） 院 24 - 3752 

1 1 日 高（五十橋崎町医本町） 院 44 - 2010 

（日）
清 水志医保 院 24 - 2017 

（大洲市 町）

1 5 日 佐 々 木崎整町形上村外） 科 43 - 0101 
（五十

（敬老の日） 祖（大母洲井市中医村） 院 24 - 3756 

1 8 日 松本内整形外区 科 44 - 5533 
（ 子町 17 ) 

（日） 沢（大井洲耳市中医村） 院 24 - 2510 

2 3 日
曽 根子 医 院 44 - 2801 

（内町 14区）

（秋分の日） 沢（大井洲小市中医村.)院 24 - 7530 

2 5 日 芳（我内子外町科20区医） 院 44 - 2560 

（日） 亀（大井洲市小東大医洲） 院 24 - 3757 

＊変更になる場合がありますので、前もって連絡してからお出

かけください。

救 急 院

曜 日 病 院 名 電 話

月 ・火 大、洲市立病院 24 - 2151 

水

木 ～ 日

加 戸

◎
行
政
相
談

▽

日

時

9
月

5
日
（
月
）

午
後

1
時
30
分

ー

4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー
ニ
五

0
八

病 院

大洲I中央病院

}o > 相

/火ヽ日' 、日一、

談

月ヽ 日

玉角 寺福 担

井田 岡田 当

相

和 初 談

清三 恵保 員

24 - 5101 

24 - 4551 

通
園
:
匿
冤
園

◎
心
配
こ
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時

30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽
場

所

}9 ~7 i 日
r日―̀  r 日-、 と日―、

程
‘木-' 火̀’ ‘火’ 

： 宕... ー』 大

谷 谷 場

公
公 公

塁
民 民 所
館 館

午 午
時

後 月‘’IJ 

2 ～ 10 
時 時

間

午
前
9
時
30
分

ふ
蒔

9
月
16
日（金）
一肱
川
町
公
民
館
一

日

程

一
場

所

一

時

間

◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
グ 午

前
9
時
30
分

ー

11
時

9
月
7
日（水）
一ぽ
っ
ぽ
園
一

日

程

一
場

所

一

時

間

日

程

一
場

所

一

時

問

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

目。
C
X坦 冒：

後～前
4 10 
時時

一午

後

1

時

ー

2

時

9
月
28
日（水）
一保
健
セ
ン
タ
ー

※
午
前
中
、
肱
川
町
公
民
館
で
、
離
乳
食
実

習
を
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
参
加
し

て
下
さ
い
。

◎
幼
児
教
室

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

日

時

間

◎
社
会
保
険
出
張
相
談

日 ◎
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

程

一
醤
セ
ン
タ
'
-
午
前
9
時
⑳
分
？

9
月
19
日（月）

9
月
26
日（月）

◎
9
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

9
月

16
日
（
金
）

（
出
す
の
は

9
月
15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日

▽

日

時

9
月

13
日
（
火
）

（
午
前
9
時
ま
で
）

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

場

所

時

間

◎
病
態
栄
養
相
談

※
検
診
料
―
―
―
千
円

※
超
音
波
を
使
っ
て
、

強
さ
を
調
べ
ま
す
。

”
か
か
と
11

で
骨
の

午
前

9
時
？

午
後

3
時

9
月
26
日
（
月
）
天
谷
公
民
館

日

程

一

場

所

時間

り， ~2 > ］ 日

と日―̀  
日

と日―̀  
日

‘月-' ‘月-' 木̀’ 杢
程

は
宕......, 

>』
敷 上 4ヽ 月

谷 水 森 藪 野 場
セ

公 集
山

集
尾

ン 集 集

夕 民 会 今ニZコ：
今: 

今云 所
l 館 所 所 所 所

3分10時0` 分時30 9 3分ll時心04分lO 時0 時2分IOI0 孟時3分9 0 時3分11I0篇4分時10 0 2時分履03時分0 
分1時31011篇4分時0 0 分時2llo0吼時3分0 

時

間

◎
健
康
相
談
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